
日
豪
・
日
印
・
日
韓
・
豪
韓
安
全
保
障
協
力
の
理
論
的
含
意

│
│
準
同
盟
連
携
の
米
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
同
盟
シ
ス
テ
ム
維
持
効
果
に
関
す
る
一
考
察
│
│

阿

久

津

博

康

は
じ
め
に
│
│
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
同
盟
シ
ス
テ
ム
の
新
展
開

一

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
準
同
盟
連
携
へ
の
分
析
視
点

㈠

背
景
要
因
と
し
て
の

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

の
高
ま
り

㈡

分
析
枠
組
み
│
│
国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
同
盟
形
成
・
維
持
モ
デ
ル

二

四
つ
の
安
全
保
障
協
力
の
分
析

㈠

日
豪
安
全
保
障
協
力

㈡

日
印
安
全
保
障
協
力

㈢

日
韓
安
全
保
障
協
力

㈣

豪
韓
安
全
保
障
協
力

三

分
析
結
果
の
評
価

㈠

分
析
結
果

㈡

結
果
の
評
価

結
び
│
│
準
同
盟
連
携
理
論
構
築
に
向
け
て
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は
じ
め
に
│
│
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
同
盟
シ
ス
テ
ム
の
新
展
開

冷
戦
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
を
中
心
と
し
た
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
（hu

b‐
a
n
d‐
sp

o
k
e

）
同
盟
シ
ス
テ

ム
に
、
新
た
な
現
象
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
米
国
の
同
盟
国
相
互
の
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
協
力
の
強
化
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て

見
れ
ば
、
冷
戦
後
、
我
々
は

な
ぜ
大
西
洋
条
約
機
構
（

N
A
T
O）
は
解
消
さ
れ
な
い
の
か

、

な
ぜ
米
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
の
二
国
間
同
盟
は
解
消
さ
れ
な
い
の
か

等
の
問
い
に
対
し
、
明
確
な
理
論
的
・
実
証
的
解
答
を
見
出
し
て
き
た
と
は

言
い
難
い
。
む
し
ろ
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
、
主
に

中
国
の
台
頭

を
背
景
と
し
て
、
一
極
構
造
維
持
論
や
覇
権
管
理
論
、
同
盟
再
保
障

論
な
ど
、
米
国
に
よ
る
覇
権
維
持
と
い
う
観
点
に
依
拠
し
た
、
純
学
術
的
な
国
際
政
治
理
論
や
同
盟
理
論
と
い
う
よ
り
は
、
そ
う
し

た
理
論
に
依
拠
し
な
が
ら
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
戦
略
論
や
政
策
論
に
近
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
間
、
九
・
一
一
対
米
テ
ロ
攻
撃
以
降
の
米
国
の
対
テ
ロ
戦
争
、

中
国
の
台
頭

の
拡
大
、
北
朝
鮮
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の

深
刻
化
、
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
、
気
候
変
動
等
の
非
伝
統
的
安
全
保
障
問
題
の
浮
上
等
を
背
景
と
し
て
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
共
同

宣
言
、
日
印
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
、
日
韓
安
全
保
障
協
力
の
再
始
動
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
等
に
見
ら
れ
る
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
米
国
の
同
盟
国
相
互
あ
る
い
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
相
互
の
連
携
の
動
き
が
活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
の
記
述
・
説
明
に
お
い
て
は
、
特
に
既
存
の
マ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
で
は
覇
権
国
／
強
大
国
で
あ
る
米
国
の
行
動

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
米
国
の
同
盟
諸
国
の
行
動
の
記
述
・
説
明
は
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は

む
し
ろ
、
弱
小
同
盟
国
の
行
動
を
よ
り
重
視
す
る
、
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル
の
視
点
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
米
準
同
盟
間
の
連
携

が
、
米
国
を
中
心
と
し
た
二
国
間
同
盟
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
、
と
い
う
考
え
方
が
有
望
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
日
豪
、
日
印
、
日
韓
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
の
文
脈
と
内
容
を
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル
の

枠
組
み
に
よ
り
分
析
し
、
そ
の
理
論
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
抽
出
を
試
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
同
盟
研
究
の
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理
論
的
・
実
証
的
研
究
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
は
同
盟
理
論
の
今
後
の
発
展
に
向
け
て

の
一
試
論
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
準
同
盟
連
携
へ
の
分
析
視
点

㈠

背
景
要
因
と
し
て
の

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

の
高
ま
り

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
を
中
心
と
し
た
複
数
の
二
国
間
同
盟
は
、
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
同
盟
シ
ス
テ
ム
と

し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
ソ
連
崩
壊
後
の
米
国
の
同
盟
シ
ス
テ
ム
は
、

N
A
T
O

の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
ア
ン
ザ
ス

同
盟
、
日
米
安
全
保
障
体
制
、
米
韓
相
互
防
衛
体
制
も
様
々
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
同
盟
そ
の
も
の
は
解
消
さ

れ
ず
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
米
国
を
中
心
と
し
た
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
同
盟
シ
ス
テ
ム
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
造
が
維
持
さ
れ
て
き
た
要
因
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
現
実
主
義
的
観
点
の
派
生
で
あ
る
パ
ワ
ー
移
行
理
論
は
、
ソ
連

と
い
う
共
通
の
脅
威
が
失
わ
れ
て
も
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
パ
ワ
ー
の
台
頭
に
呼
応
す
る
既
存
の
覇
権
国
の
現
状
維
持
的
行
動
を

重
視
す
る
。
勿
論
、
こ
う
し
た
行
動
を
国
際
政
治
理
論
か
ら
予
測
で
き
る
国
家
の
一
般
的
行
動
と
し
て
見
る
か
、
特
定
の
国
家
の
特

定
の
政
策
と
し
て
見
る
か
、
議
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
事
実
と
し
て
、
米
国
を
中
心
と
し
た
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
構
造
は
存

続
し
て
い
る
の
で
あ
る

）
。

で
は
、
な
ぜ
米
国
の
準
同
盟
の
間
で
連
携
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
要
因
は
、
新
た
な
パ
ワ
ー
の
台
頭
を
連
想
さ
せ

る

中
国
の
台
頭

で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は

中
国
脅
威
論

が
議
論
さ
れ
た
が
、
九
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら

中
国

の
台
頭

が
よ
り
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

）
。

も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る

米
国
の
ア
ジ
ア
離
れ

へ
の
不
安
の
高
ま
り
が
指
摘
で
き
よ
う
。
特
に
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二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
対
米
テ
ロ
攻
撃
の
後
、
米
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
を
中
心
と
し
た
対
テ
ロ
戦
争
が
米
国
の
外
交

安
全
保
障
政
策
の
最
優
先
課
題
と
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
米
国
の
同
盟
諸
国
の
間
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
あ
る
種
の

力
の
空
白

が
生
じ
る
こ
と
へ
の
不
安
が
浮
上
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
特
に
、
在
韓
米
軍
や
在
日
米
軍
の
再
配
置
問
題

）
は
、

こ
う
し
た
不
安
を
象
徴
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
米
国
自
身
が
新
た
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
積
極
的
に
提
携
す
る
と
い
う
動
き
も
無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
米
国
と
イ
ン

ド
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
中
国
に
次
ぐ
将
来
の
経
済
大
国
と
し
て
認
識
さ
れ
、
本
稿
で
後
述
す
る
が
、

民
主
主
義
と
い
う
価
値
を
共
有
す
る
国
家
と
し
て
、
米
国
と
の
戦
略
的
協
力
を
強
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
と
し
て
も
、

中
国
の
台
頭

に
対
す
る
牽
制
と
し
て
の
役
割
を
米
国
に
求
め
る
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う

）
。
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
に

米
国
の
ア
ジ

ア
離
れ

へ
の
不
安
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
国
に
と
っ
て
有
用
な
戦
略
的
資
産
の
喪
失
、
と
い
う
程
度
の
も
の
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た

米
国
の
ア
ジ
ア
離
れ

へ
の
不
安
と
も
言
う
べ
き
心
理
が
、
一
連
の
準
同
盟
連
携
の
背
景
に
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
不
安
は
、
従
来
の
同
盟
理
論
に
お
い
て
は

見
棄
て

ら
れ
る
恐
怖

と
表
現
さ
れ
て
き
た
。
勿
論
、
米
国
が
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
安
全
保
障
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
即
時
撤
退
さ
せ
る
こ
と

は
、
非
現
実
的
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
分
析
的
有
用
性
の
観
点
か
ら
、
そ
う
し
た
表
現
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ

一
般
的
で
あ
る

）
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は

米
国
の
ア
ジ
ア
離
れ

に
対
す
る
不
安
を
、

見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

と
見
做
し
、
そ
れ

が
米
国
の
同
盟
諸
国
や
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
一
連
の
準
同
盟
連
携
の
背
景
に
あ
っ
た

と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
。

㈡

分
析
枠
組
み
│
│
国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
同
盟
形
成
・
維
持
モ
デ
ル
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し
か
し
、
国
家
間
の
同
盟
の
形
成
・
維
持
や
安
全
保
障
協
力
を
予
測
・
説
明
す
る
考
え
方
は
、
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル
だ
け
で
は
な

い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
共
通
の
脅
威
認
識
、
地
政
学
的
特
性
（
民
族
性

）
を
含
む
）、
国
力
（
パ
ワ
ー
・
能
力
）
あ
る
い
は
国
際

社
会
に
お
け
る
地
位
等
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
相
対
的
利
益
、
制
度
的
類
似
性
や
紐
帯
等
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム

に
お
い
て
は
価
値
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
文
化
、
相
互
交
流
を
通
じ
た
認
識
の
収
斂
等
、
が
そ
う
し
た
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

）
。

既
に
先
行
研
究
の
中
に
こ
う
し
た
同
盟
や
安
全
保
障
協
力
の
基
盤
の
構
成
要
素
に
関
す
る
分
析
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活
用
す
る

形
で
、

見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

を
脅
威
認
識
の
一
要
素
と
仮
定
し
て
日
本
、
豪
州
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
そ
し
て
米
国
に
関
し
て
安

全
保
障
協
力
あ
る
い
は
同
盟
の
形
成
・
維
持
要
素
を
抽
出
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
る
。

表
1
の
要
素
に
注
目
し
て
既
存
の
同
盟
形
成
・
維
持
モ
デ
ル
を
整
理
し
て
概
念
化
す
る
と
、

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

に

基
づ
く
連
携
モ
デ
ル
、

共
通
の
脅
威

に
対
す
る
連
携
モ
デ
ル
、

共
通
の
利
益

に
基
づ
く
連
携
モ
デ
ル
、

共
通
の
価
値

に

基
づ
く
連
携
モ
デ
ル
、

制
度
化
に
よ
る
政
治
的
・
行
政
的
紐
帯

に
基
づ
く
連
携
モ
デ
ル

）
と
い
う
五
つ
の
モ
デ
ル
が
想
定
で
き
る
。

本
稿
は
こ
れ
ら
五
つ
の
モ
デ
ル
を
分
析
枠
組
み
と
し
て
採
用
す
る
。
以
下
、
各
モ
デ
ル
に
つ
い
て
若
干
の
解
説
を
加
え
る
。

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

に
基
づ
く
連
携
モ
デ
ル
は
、
グ
レ
ン
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
（G

le
n
n
S
n
y
d
er

）
の
同
盟
の
安
全
保
障

デ
ィ
レ
ン
マ
理
論

）
か
ら
演
繹
さ
れ
る
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
（V

ictor
C
h
a

）
の
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル

）
を
基
盤
と
す
る
モ
デ
ル
で
あ

る
。
チ
ャ
の
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
共
通
の
よ
り
強
大
な
同
盟
国
（
こ
の
場
合
は
米
国
に
相
当
す
る
）
の
同
盟
国
防
衛
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
が
希
薄
化
す
る
恐
れ
が
生
じ
た
時
、
準
同
盟
国
は
正
式
な
同
盟
条
約
に
基
づ
か
ず
と
も
安
全
保
障
分
野
で
協
力
関
係
を

形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
通
の
よ
り
強
大
な
同
盟
国
（
こ
の
場
合
は
米
国
に
相
当
す
る
）
の
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
減
少
分
を
補

強
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

共
通
の
脅
威

に
基
づ
く
連
携
と
い
う
考
え
方
は
、
伝
統
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
同
盟
理
論
に
最
も
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

場
合
の

脅
威

は
、
主
に
特
定
の
国
家
主
体
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
非
伝
統
的
脅
威
・
非
対
称
的
脅
威
と
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表1 安全保障協力あるいは同盟の基盤的要因

基盤
要素

同盟
国・戦
略的パ
ートナー

脅威認識（安全
保障上の懸念さ
れる国家・集
団・問題等）

地政学的
特性

国際的地位 利益 価値1
政経体制

価値2
文 化
（民族）

米国 テロ
イスラム原理主義
イラン
中国
北朝鮮

島嶼
海洋パワ
ー

超大国
米同盟ネットワ
ーク
中心国

政治的影響
力
貿易関係
海上交通路

自由民主
主義
資本主義

ア ン グ
ロ・サク
ソン

日本 米国の対アジア
関与の低減
北朝鮮
中国

島嶼
海洋パワ
ー

経済大国
東アジアの米同
盟国

アジア・太
平洋の安定
の要
貿易関係
海上交通路

自由民主
主義
資本主義

非アング
ロ・サク
ソン

韓国 米国の対アジア
関与の低減
北朝鮮
日本

半島
海洋パワ
ー

中進国
北東アジア地域
限定的同盟国

貿易関係
海上交通路

自由民主
主義
資本主義

非アング
ロ・サク
ソン

豪州 米国の対アジア
関与の低減
インドネシア
テロ
イスラム原理主義
中国

島嶼
海洋パワ
ー

中進国
太平洋同盟国
（ニュージーラ
ンドとの架け橋
等）

諜報
貿易関係
海上交通路

自由民主
主義
資本主義

ア ン グ
ロ・サク
ソン

インド テロ
中国
パキスタン
米国の対アジア
関与の低減

半島
海洋パワ
ー

将来の大国 世界多極化
（露中との
均衡化）
貿易関係
海上交通路

自由民主
主義
資本主義

非アング
ロ・サク
ソン

（川上高司・阿久津博康・高橋杉雄編著 日本の戦略 : 同盟トランスフォーメーションのロードマッ

プ （東京財団研究報告書、二〇〇七年六月）二一～二二頁を基に筆者作成。）
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呼
ば
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
例
と
し
て
、
テ
ロ
、
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
、
海
上
交
通
へ
の
危
険
、
気
候
変
動
、
災
害
等
が
あ
る
。

共
通
の
利
益

に
基
づ
く
連
携
と
は
、
単
に
伝
統
的
な
軍
事
分
野
に
お
け
る
共
通
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
非
軍
事
的
な
利
益
を

も
含
む
、
よ
り
広
範
な
安
全
保
障
上
の
利
益
に
基
づ
く
国
家
間
の
連
携
で
あ
る
。
こ
う
し
た
利
益
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
、

リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
派
生
す
る
同
盟
理
論

）
が
想
定
す
る
経
済
的
利
益
を
含
ん
で
い
る
。
一
般
的
に
は
、
貿
易
や
経
済
的
・
技
術
的
協
力

と
い
う
形
で
表
出
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

共
通
の
価
値

に
よ
る
国
家
間
の
連
携
と
は
、
国
際
政
治
理
論
の
中
で
は
、
主
に
表
1
に
あ
る
政
治
・
経
済
体
制
の
共
通
性
を

根
拠
と
す
る
同
盟
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

民
主
主
義
に
よ
る
平
和
（de

m
ocratic

p
e
ace

）

論
の
一
部
と
し

て
、

民
主
主
義
同
盟
に
よ
る
平
和
（de

m
ocratic

allia
n
ces

m
a
k
e
p
e
ace

）
）

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
日
米
同
盟
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
（
新
）（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
）
の

前
文
の
第
一
文
に
は
、

日
本
国
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
、

両
国
の
間
に
伝
統
的
に
存
在
す
る
平
和
及
び
友
好
の
関
係
を
強
化

し
、
並
び
に
民
主
主
義
の
諸
原
則
、
個
人
の
自
由
及
び
法
の
支
配
を
擁
護
す
る
こ
と
を
希
望

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、

日
本
の
安
倍
政
権
が

価
値
外
交

）

を
重
視
し
た
こ
と
や
、
ブ
ッ
シ
ュ
前
米
政
権
も
ま
た

共
通
の
価
値

を
重
視
し
た
こ
と
は

我
々
の
記
憶
に
新
し
い
。

制
度
化
に
よ
る
政
治
的
・
行
政
的
紐
帯

に
基
づ
く
連
携
は
、
制
度
的
醸
成
、
特
に
政
治
的
・
行
政
的
関
係
や
紐
帯
の
構
築
が

基
盤
と
な
り
、
そ
れ
が
同
盟
の
維
持
や
安
全
保
障
協
力
の
促
進
に
つ
な
が
る

）
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
最
も
分
か

り
や
す
い
例
と
し
て
、
日
米
同
盟
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
日
米
同
盟
は
形
成
以
降
、
紆
余
曲
折
を
経

な
が
ら
も
政
治
的
・
行
政
的
関
係
を
成
熟
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
ソ
連
と
い
う
共
通
の
脅
威
が
消
滅
し
た
現
在
で
も
継
続
し
て
い
る

要
因
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
政
治
的
・
行
政
的
関
係
を
具
体
的
に
構
築
し
て
き
た
個
々
の
ア
ク
タ
ー

は
国
家
と
い
う
抽
象
概
念
に
埋
没
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
個
々
人
の
役
割
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
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二

四
つ
の
安
全
保
障
協
力
の
分
析

㈠

日
豪
安
全
保
障
協
力

文

脈

豪
州
は
従
来
、
対
米
同
盟
を
基
軸
と
す
る
と
共
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
を
外
交
・
貿
易
政
策
上
の
優
先
地
域
に
位
置
づ
け
て
き
た
。

日
本
と
の
関
係
も
一
九
五
七
年
の
通
商
協
定
以
来
、
政
治
的
関
係
を
深
化
・
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
従
来
か
ら
豪
州
に
と
っ
て
も
日

本
は

主
要
な
同
盟
国
（chief

ally

）
）

と
の
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の
日
豪
安
全
保
障
協
力
宣
言
に
至
る
過
程

を
考
え
た
場
合
、
特
に
二
〇
〇
三
年
の
バ
リ
島
自
爆
テ
ロ
事
件
以
降
の
米
豪
同
盟
関
係
の
強
化
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
九
六
～
二
〇
〇
七
年
ま
で
、
十
一
年
間
政
権
を
担
当
し
た
保
守
派
の
ハ
ワ
ー
ド
連
立
政
権
は
、
豪
州
史
上
稀
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
親
米
路
線
を
採
っ
て
い
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に
お
け
る
対
テ
ロ
戦
争
参
加
を
め
ぐ
り
、
こ
の
路
線
に
対
す
る
国

内
の
批
判
が
強
ま
り
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
の
総
選
挙
で
敗
退
し
、
二
〇
〇
八
年
に
労
働
党
ラ
ッ
ド
政
権
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
し

か
し
、
豪
労
働
党
も
伝
統
的
に
対
米
同
盟
重
視
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
米
豪
同
盟
関
係
に
致
命
的
な
亀
裂
が
生
じ
て
は
お
ら
ず
、
む

し
ろ
中
国
の
海
洋
戦
力
の
上
昇
傾
向
に
対
す
る
豪
政
権
の
警
戒
心
が
強
ま
っ
て
い
る

）
。

他
方
、
日
豪
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
の
小
泉
総
理
訪
豪
時
に
、
日
豪
首
脳
が
共
同
で

日
豪
の
創
造
的
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ

を
発
表
し
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
具
体
的
協
力
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
例
え
ば
テ
ロ
対
策
の
分
野
で

は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
の
ハ
ワ
ー
ド
首
相
訪
日
時
に
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
闘
い
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
の
日
豪
共
同
声
明
を
発

表
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
初
の
日
米
豪
閣
僚
級
戦
略
対
話
の
た
め
に
麻
生
外
相
が
訪
豪
し
た
際
、
ダ
ウ
ナ
ー
外
相
と

の
間
で

包
括
的
な
戦
略
的
関
係
の
構
築
に
向
け
て

と
題
し
た
共
同
声
明
を
発
出
し
、

こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
民
主
主
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義
と
い
う
共
通
の
価
値
、
相
互
へ
の
尊
敬
、
深
い
友
情
関
係
及
び
共
通
の
戦
略
上
の
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

と
明
言
し
た
。

さ
ら
に
、
日
豪
両
国
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
を
含
む
地
域
に
お
け
る
地
域
的
及
び
国
際
的
な
安
全
保

障
の
改
善
の
た
め
の
協
力
、
ま
た
、
不
拡
散
、
テ
ロ
と
の
闘
い
、
二
〇
〇
四
年
の
津
波
等
の
自
然
災
害
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅

威
と
い
っ
た
課
題
で
の
協
力
に
、
誇
る
べ
き
業
績
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
豪
州
と
日
本
は
、
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
の
協
議
等

を
通
じ
た
協
力
も
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
の
自
衛
隊
と
豪
州
軍
と
の
イ
ラ
ク
の
ム
サ
ン
ナ
ー
県
で
の
協
力
は
安
全
保
障
分
野
に

お
け
る
典
型
的
な
ス
ポ
ー
ク
間
協
力
を
示
す
好
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
米
主
導
の
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
防
止
構
想
（Proliferatio

n
S
ec

u
rity

Initiativ
e:

P
S
I

）
の
共
同
演
習
等
を
通
じ
て
実

効
的
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

既
に
、
日
豪
は
豪
州
、
日
本
、
米
国
の
三
カ
国
に
よ
る
閣
僚
級
戦
略
対
話
の
み
な
ら
ず
、
日
豪
二
国
間
戦
略
対
話
を
強
化
し
、
安

全
保
障
上
の
問
題
に
お
け
る
現
存
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
拡
大
す
る
た
め
の
新
た
な
分
野
の
特
定
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
て
お
り
、

年
次
ベ
ー
ス
で
外
相
会
談
、
次
官
に
よ
る
政
策
対
話
、
さ
ら
に
は
高
級
事
務
レ
ベ
ル
で
の
戦
略
対
話
を
開
催
す
る
こ
と
で
も
合
意
し

て
い
る
。

ま
た
、
経
済
分
野
に
お
い
て
も
、
日
豪
二
国
間
の
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
戦
略
的
関
係
の
一
部
と
し
て
、

F
T
A

の
検
討
を

含
む
共
同
研
究
を
通
じ
て
強
化
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
八
日
、
日
豪
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
は

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
、
日
本
ほ
ど
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
い
な
い

と
述
べ
、
安
倍
総
理
も

日
豪
は
、
基
本
的
価
値
を
共
有
す
る
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
、
共
に
日
豪
関
係
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
。

ま
た
、
北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
も
、
豪
州
は
日
本
の
拉
致
問
題
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
、
同
問
題
で
も
積
極
的
に
協
力

す
る
姿
勢
を
表
明
し
て
い
る
。
特
に
、
豪
州
は
北
朝
鮮
と
正
式
な
外
交
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
独
自
の
関
与
政
策
を
展
開
し
て
い
る
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が
、
二
〇
〇
六
年
十
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
後
、
両
国
関
係
は
良
好
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
両
国
は
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
署
名
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

内

容

共
同
宣
言
は
、
以
下
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

）
。

○
日
豪
関
係
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
し
て
の
位
置
付
け

○
民
主
主
義
と
い
う
価
値
並
び
に
人
権
、
自
由
及
び
法
の
支
配
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
共
通
の
安
全
保
障
上
の
利
益
、
相

互
へ
の
尊
敬
、
信
頼
並
び
に
深
い
友
情
関
係
の
確
認

○
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
大
量
破
壊
兵
器
及
び
そ
の
運
搬
手
段
の
拡
散
、
並
び
に
災
害
救
援
及
び
感
染
症
大
流
行
等
の
人
間
の
安
全
保
障

上
の
懸
念
を
含
む
地
域
的
及
び
世
界
的
な
安
全
保
障
上
の
課
題
の
共
有
化

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（

A
P
E
C）、

A
S
E
A
N

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（

A
R
F）、
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（

E
A
S）
等
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
た
他
の
国
々
と
の
協
力

○
日
本
の
自
衛
隊
と
豪
州
軍
及
び
他
の
安
全
保
障
関
係
当
局
の
間
に
お
け
る
実
際
的
な
協
力
の
強
化
と
新
た
な
安
全
保
障
上
の
課

題
と
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
の
相
互
の
及
び
他
の
国
々
と
の
協
力

○
日
豪
そ
れ
ぞ
れ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
同
盟
関
係
に
具
現
さ
れ
た
共
通
の
戦
略
的
利
益
及
び
安
全
保
障
上
の
利
益
の
確
認
、

日
米
豪
三
箇
国
間
の
外
務
、
防
衛
及
び
他
の
関
係
当
局
間
の
実
際
的
な
協
力
並
び
に
日
米
豪
戦
略
対
話
を
通
じ
た
も
の
を
含
め
、

三
箇
国
間
の
協
力
の
強
化
と
日
豪
二
カ
国
間
協
力
そ
の
も
の
に
よ
る
三
カ
国
間
の
協
力
の
強
化

○
核
開
発
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
係
る
活
動
及
び
拉
致
問
題
等
の
人
道
上
の
問
題
を
含
む
、
北
朝
鮮
に
関
連
す
る
諸
懸
案
の
平
和
的

解
決
の
た
め
の
協
力
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○
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
及
び
そ
れ
を
越
え
る
地
域
の
平
和
と
安
定
に
与
え
る
脅
威
、
平
和
維
持
活
動
や
人
道
支
援

活
動
等
の
活
動
を
通
じ
、
国
際
連
合
並
び
に
他
の
国
際
的
及
び
地
域
的
な
機
関
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
た
協
力

○
日
本
国
の
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
入
り
の
実
現
を
含
む
国
際
連
合
の
改
革
に
向
け
て
の
協
力

○
地
域
的
及
び
国
際
的
な
平
和
と
安
全
及
び
人
間
の
安
全
保
障
に
対
す
る
両
国
の
協
働
に
よ
る
貢
献
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す

る
た
め
、
安
全
保
障
及
び
防
衛
協
力
の
分
野
に
お
け
る
両
国
間
の
協
力

最
後
に
、
同
宣
言
は
、
協
力
の
分
野
と
し
て
、

国
境
を
越
え
る
犯
罪
と
の
戦
い
に
関
す
る
法
執
行
、

国
境
の
安
全
、

テ
ロ

対
策
、

軍
縮
並
び
に
大
量
破
壊
兵
器
及
び
そ
の
運
搬
手
段
の
拡
散
対
抗
、

平
和
活
動
、

戦
略
的
評
価
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る

情
報
の
交
換
、

海
上
及
び
航
空
の
安
全
確
保
、

災
害
救
援
を
含
む
人
道
支
援
活
動
、

感
染
症
大
流
行
の
発
生
時
を
含
む
緊
急

事
態
対
応
計
画
、
を
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、

両
国
の
自
衛
隊
・
軍
及
び
他
の
安
全
保
障
関
連
当
局
の
間
に
お
け
る
実
際
的
な
協
力

の
分
野
と
し
て
、

人
的
交
流
、

人
道
支
援
活
動
の
分
野
を
含
む
、
協
力
の
効
果
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
両
国
が
共
に
行
う
訓
練
、

法
執
行
、
平
和
活
動
及

び
地
域
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
分
野
に
お
け
る
調
整
さ
れ
た
活
動
、
を
想
定
し
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た

協
力
の
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
両
国
の

外
務
大
臣
間
の
戦
略
対
話
を
更
に
強
化
し
、
年
次
ベ
ー
ス
で
開
催

、

防
衛
大
臣

間
の
対
話
を
強
化
し
、
年
次
ベ
ー
ス
で
開
催

、

外
務
・
防
衛
両
省
の
合
同
対
話
を
強
化

、
と
述
べ
、
日
豪
間
の
い
わ
ゆ
る
2
プ

ラ
ス
2
会
合
の
開
催
計
画
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
は
、
一
九
五
七
年
の
日
豪
通
商
条
約
締
結
五
十
周
年
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
の

日
韓
の
緊
密
な
安
全
保
障
協
力
に
代
わ
り
、
直
接
的
な
日
豪
二
国
間
安
全
保
障
協
力
と
し
て
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七

年
三
月
の
日
豪
安
全
保
障
協
力
宣
言
の
後
、
四
月
に
は
日
米
豪
防
衛
外
交
局
長
級
会
議
が
開
催
さ
れ
ミ
サ
イ
ル
防
衛
等
を
中
心
に
緊

密
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。
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な
お
、
共
同
宣
言
そ
の
も
の
の
中
に
中
国
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、
日
豪
首
脳
共
同
記
者
会
見

）
に
お
い
て
、
豪
州
の
ハ
ワ
ー
ド

首
相
は
記
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
同
宣
言
が
中
国
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

【
質
問
】

両
首
脳
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
中
国
の
外
務
省
は
今
回
の
共
同
宣
言
に
つ
い
て
懸
念
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
米
国
は
中
国
の
情
報
に

つ
い
て
非
常
に
心
配
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
、
こ
の
地
域
の
緊
張
の
高
ま
り
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ハ
ワ
ー
ド
首
相
】

ま
ず
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
共
同
宣
言
は
あ
な
た
が
言
う
よ
う
に
、
決
し
て
軍
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
軍
拡
競
争
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
も
、
そ
の
他
の
国
も
、
実
は
こ
の
共
同
宣
言
の
署
名
の
前

に
、
そ
れ
と
は
別
個
で
既
に
軍
の
増
強
に
走
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
豪
共
同
宣
言
が
増
強
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
い

う
の
は
ち
ょ
っ
と
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
今
回
の
日
豪
共
同
宣
言
は
ど
の
国
を
想
定
し
た
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
適
切
な
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
能
力
、
そ
し
て
、
関
連
性
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
、
世
界
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
、
双
方
に
と
っ
て
何
が
利
益
に
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
の
で
す
。

豪
州
の
方
で
は
、
過
去
10
年
間
、
意
図
的
に
密
接
な
関
係
を
中
国
と
の
間
で
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
時
折
、
場
合
に
よ
っ
て

は
友
好
国
の
中
か
ら
必
ず
し
も
そ
の
判
断
を
歓
迎
し
な
い
経
緯
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は
豪
州
の
国
益
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

過
去
10
年
間
、
私
ど
も
は
中
国
に
対
し
て
取
っ
て
き
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
米
国
が
す
べ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
豪
州
は
あ
え
て
そ
れ
を
や
っ
た
。
そ
れ
は
豪
州
の
国
益
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
今
回
、
日
豪
共
同
宣

言
に
署
名
し
た
の
も
、
や
は
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
益
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
こ
の
共
同
宣
言
が
決
し
て
中
国
と
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
国
も
そ
う
は

思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
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ま
た
、
ハ
ワ
ー
ド
政
権
下
で
一
度
だ
け
日
米
豪
印
四
カ
国
の
海
上
共
同
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
ラ
ッ
ド
政
権
は
発
足
当
時
、
中
国

へ
の
配
慮
か
ら
そ
の
種
の
四
カ
国
安
全
保
障
協
力
に
は
消
極
的
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
ラ
ッ
ド
政
権
の
ス
ミ
ス
外
相
は

中
国
の
懸
念
の
一
つ
の
原
因
は
、
昨
年
の
豪
米
日
戦
略
対
話
に
イ
ン
ド
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
私
が
訪
日
し
た
際
、

豪
州
か
ら
は
（
も
う
）
そ
う
し
た
対
話
の
提
案
を
行
わ
な
い
旨
表
明
し
ま
し
た
。
…
…
そ
れ
に
、
米
国
も
最
近
は
同
様
の
意
向
を
示

し
ま
し
た
し
、
関
係
諸
国
全
て
が
そ
れ
を
歓
迎
し
た
と
思
い
ま
す

）

と
述
べ
て
い
る
。

但
し
、
中
国
の
海
洋
戦
力
の
上
昇
傾
向
に
対
す
る
豪
政
権
の
懸
念
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

）
。

㈡

日
印
安
全
保
障
協
力

文

脈
）

イ
ン
ド
は
米
国
と
は
正
式
文
書
に
基
づ
く
同
盟
関
係
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
両
国
は
相
互
に
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
特
に
、
民
生
用
原
子
力
協
力
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年
七
月
の
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ン
首
相
訪
米
の
際
に
民
生
用
原
子

力
協
力
を
含
む
幅
広
い
協
力
に
つ
い
て
合
意
し
、
二
〇
〇
八
年
十
月
に
は
米
印
原
子
力
協
力
が
調
印
さ
れ
、
両
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
化
さ
れ
た
。

安
全
保
障
の
面
で
は
、
陸
・
海
・
空
軍
間
で
共
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
海
軍
間
の
共
同
演
習
は
毎
年
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
十
月
の
第
九
回
海
軍
共
同
演
習

マ
ラ
バ
ー
ル
二
〇
〇
六

に
は
両
国
か
ら
合
計
十
一
隻
の
艦
艇
が
参
加
し

て
い
る
。
両
国
を

同
盟

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
よ
う
。

日
印
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
の
森
総
理
訪
印
の
際
に

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

の
構
築
が
合
意
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
の
バ
ジ
パ
イ
首
相
訪
日
の
際
に
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
の
促
進
、

I
T

交
流
、

テ
ロ
や
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
へ
の
共
同
対
処
等
を
内
容
と
す
る

日
印
共
同
宣
言

が
発
表
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
の
小
泉
総
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理
の
訪
印
の
際
に
は
、
共
同
声
明

ア
ジ
ア
新
時
代
に
お
け
る
日
印
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
‥
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
戦
略
的
方
向
性

が
調
印
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
は
、
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ン
首
相
が
来
日
し
た
際
の
安
倍

総
理
と
の
首
脳
会
談
で
、

日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け
た
共
同
声
明

が
署
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
米
国
と
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
日
本
と
も
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
締
結
へ
の
方

向
に
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

内

容

日
印
間
の
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
で
あ
る

日
本
国
と
イ
ン
ド
と
の
間
の
安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
共
同
宣
言

）

は
、
次
の
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

○
日
印
両
国
が
地
域
及
び
世
界
全
体
の
情
勢
に
対
し
て
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
と
確
認

○
民
主
主
義
、
開
か
れ
た
社
会
、
人
権
、
法
の
支
配
に
対
す
る
共
通
の
決
意
を
認
識

○
日
印
両
国
が
相
互
の
発
展
と
繁
栄
に
利
害
を
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
強
く
か
つ
繁
栄
す
る
イ
ン
ド
は
日

本
の
利
益
で
あ
り
、
強
く
か
つ
繁
栄
す
る
日
本
は
イ
ン
ド
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
確
認

○
日
印
両
国
が
海
上
交
通
路
の
安
全
に
対
し
て
共
通
の
利
益
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

○
テ
ロ
と
の
闘
い
に
対
す
る
共
通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
に
お
け

る
補
給
支
援
活
動
を
含
む
日
印
双
方
の
テ
ロ
対
策
の
取
組
が
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
根
絶
に
向
け
た
国
際
社
会
の
取
組
の
中
で
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
認
識

○
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
求
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
軍
縮
と
不
拡
散
を
追
求
し
、
拡
散
に
共
に
対
抗
し
て
い
く
と
の
共

通
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
あ
ら
た
め
て
表
明
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○
常
任
・
非
常
任
双
方
の
議
席
に
お
け
る
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
拡
大
を
含
む
、
国
連
の
包
括
的
改
革
へ
の
共
通
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
再
確
認

○

両
国
間
の
長
期
に
わ
た
る
政
治
的
、
経
済
的
、
戦
略
的
な
利
益
と
熱
望
そ
し
て
関
心
の
収
斂
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
戦
略
的

グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
認
識

○
相
互
協
力
の
着
実
か
つ
質
的
な
向
上
の
必
要
性
を
認
識
し
、
両
国
の
外
交
当
局
間
、
防
衛
当
局
間
及
び
そ
の
他
の
関
係
当
局
間

に
お
け
る
実
践
的
な
協
力
の
増
進
を
通
じ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
協
働
し
て
い
く
決
意

○
協
力
の
分
野
と
し
て
、
⑴
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
情
勢
、
長
期
的
戦
略
及
び
国
際
的
課
題
に
関
す
る
情
報
交
換
及
び
政
策
調
整
、

⑵
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
国
間
枠
組
み
、
特
に
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
、

A
S
E
A
N

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地

域
協
力
協
定
に
お
け
る
二
国
間
協
力
、
⑶
二
〇
〇
六
年
五
月
に
防
衛
首
脳
間
で
署
名
さ
れ
た
共
同
発
表
の
枠
組
み
に
お
け
る
防

衛
対
話
・
協
力
、
⑷
海
上
保
安
当
局
間
の
協
力
、
⑸
輸
送
の
安
全
、
⑹
テ
ロ
及
び
国
境
を
越
え
る
犯
罪
と
の
闘
い
、
⑺
平
和
維

持
及
び
平
和
構
築
に
関
す
る
経
験
の
共
有
、
⑻
災
害
対
策
、
⑼
軍
縮
・
不
拡
散
、
を
想
定

○
協
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
外
相
間
戦
略
対
話
、
外
務
次
官
間
の
会
合
、
局
長
級
に
よ
る
軍
縮
・
不
拡
散
協
議
、
日
印
官
民

戦
略
対
話
を
実
施

○
防
衛
当
局
間
の
協
議
の
枠
組
み
と
し
て
、
防
衛
大
臣
間
の
会
合
、
防
衛
政
策
対
話
を
含
む
日
本
の
防
衛
事
務
次
官
と
イ
ン
ド
の

国
防
次
官
間
の
会
合
、
局
長
級
に
よ
る
防
衛
当
局
間
協
議
、
各
軍
種
の
長
の
間
の
交
流
、
海
上
自
衛
隊
・
イ
ン
ド
海
軍
間
に
お

け
る
ス
タ
ッ
フ
・
ト
ー
ク
ス
、
二
国
間
及
び
多
国
間
の
訓
練
を
含
む
軍
種
間
の
交
流
、
双
方
の
防
衛
関
連
機
関
へ
の
留
学
生
及

び
研
究
者
の
相
互
派
遣
（
例
‥
イ
ン
ド
国
防
大
学
、
防
衛
研
究
所
）
、
イ
ン
ド
国
家
安
全
保
障
顧
問
と
日
本
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
の
間
に
お
け
る
協
議
、
の
提
案

○
両
国
の
海
上
保
安
当
局
間
の
協
力
に
つ
い
て
、
輸
送
の
安
全
に
関
連
し
、
両
国
の
海
事
当
局
及
び
民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
海
運

日豪・日印・日韓・豪韓安全保障協力の理論的含意

437



政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
鉄
道
実
務
者
協
議
、
局
長
級
に
よ
る
安
全
保
障
対
話
の
実
施

○
外
務
省
間
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
供
与
が
疑
わ
れ
る
取
引
に
関
す
る

金
融
情
報
当
局
（

F
I
U）
間
に
お
け
る
情
報
共
有
の
仕
組
み
の
検
討

○
イ
ン
ド
に
お
け
る
津
波
防
災
地
図
の
作
成
に
関
す
る
協
力
、
防
災
、
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
能
力
構
築
の
促
進
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（

J
A
X
A）
と
イ
ン
ド
宇
宙
研
究
機
関
（

I
S
R
O）
の
間
で
の
災
害
管
理

な
お
、
中
国
に
つ
い
て
は
、
日
印
首
脳
共
同
記
者
会
見

）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】安

全
保
障
共
同
宣
言
で
す
け
れ
ど
も
、
ち
な
み
に
、
総
理
が
外
相
の
時
代
、
熱
心
に
三
国
間
安
全
保
障
協
力
対
話
、
日
・
米
・
印
の
対
話

と
い
う
こ
と
に
非
常
に
積
極
的
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
日
の
共
同
宣
言
と
い
う
の
は
、
終
局
的
に
、
日
・
米
と
イ
ン
ド
の
三
国
間
、
あ
る
い
は
中
国
が
特
別
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
方
向
に
向

か
っ
て
の
一
歩
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
麻
生
総
理
】

…
…
安
全
保
障
の
協
力
に
関
し
て
は
、
日
・
印
間
の
協
力
と
い
う
の
は
、
日
本
の
安
全
、
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
、
南
西
ア
ジ
ア
を
含
め
ま

し
て
、
非
常
に
幅
広
い
地
域
の
平
和
と
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
ド
と
の
安
全
保
障
協
力
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
し
か
る
べ
き
第
三
国
、
今
、
チ
ャ
イ
ナ
と
い
う
名
前
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
チ
ャ
イ
ナ
と
い
う
も
の

を
目
標
と
か
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
シ
ン
首
相
】

経
済
連
携
協
定
、
ま
た
、
安
全
保
障
協
定
を
日
印
両
国
間
で
締
結
を
す
る
こ
と
は
、
第
三
国
を
犠
牲
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
中

国
を
含
め
て
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
、
中
国
、
ま
た
、
海
外
に
お
い
て
、
私
は
再
三
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
心
か
ら
、
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イ
ン
ド
と
中
国
が
決
し
て
競
争
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
世
界
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
両
国
が
開
発
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
十
分

可
能
に
す
る
余
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
と
経
済
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
、
決
し
て
第
三
国
、
特
に
中
国
の
犠
牲

の
上
で
立
脚
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
と
同
様
、
日
印
首
脳
は
日
印
安
全
保
障
協
力
が
中
国
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
旨
表
明

し
て
い
る
。

㈢

日
韓
安
全
保
障
協
力

文

脈

日
韓
安
全
保
障
協
力
は
、
一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
以
来
、
非
軍
事
的
な
も
の
を
含
め
多
様
な
協
力
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
日
韓
の
間
に
日
米
同
盟
の
よ
う
な
正
式
な
安
全
保
障
条
約
は
な
く
、
ま
た
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
や
日
印
安
全
保
障
協
力
の

よ
う
な
共
同
安
全
保
障
協
力
宣
言
も
存
在
し
な
い
。
ま
さ
に

バ
ー
チ
ャ
ル
（virtu

al

）
）

な
準
同
盟
国
と
し
て
、
日
韓
の
安
全
保

障
協
力
は
、
非
軍
事
的
な
も
の
を
含
め
、
一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
以
来
多
様
な
協
力
が
行
わ
れ
て
き
た

）
。
し
か
し
、
一
九
九

四
年
以
降
は
、
特
に
北
朝
鮮
と
い
う
共
通
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
関
す
る
協
力
を
通
じ
、
そ
し
て
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危

機
を
契
機
に
、

日
韓
共
同
宣
言
│
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
│

と
付
属
文
書
附
属
書

二
十
一

世
紀
に
向
け
た
新
た
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
行
動
計
画

が
署
名
さ
れ
た
。
特
に
後
者
の
中
で
安
全
保
障
協
力
に
関

す
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る

）
。

○
日
韓
安
全
保
障
対
話

両
国
間
の
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
の
増
進
を
図
る
た
め
、
本
年
六
月
に
開
始
し
た
日
韓
安
保
対
話
を
、

今
後
少
な
く
と
も
年
一
回
、
継
続
し
て
実
施
。
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○
日
韓
防
衛
交
流

両
国
は
、
防
衛
・
国
防
当
局
間
に
よ
る
防
衛
交
流
の
拡
大
・
強
化
を
図
る
た
め
、
両
国
の
防
衛
・
国
防
担
当
大
臣
の
相
互
訪
問

を
始
め
と
す
る
各
レ
ベ
ル
の
人
的
交
流
の
拡
大
、
日
韓
防
衛
実
務
者
対
話
を
始
め
と
す
る
各
種
対
話
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
充
、
留

学
生
交
換
等
の
教
育
交
流
の
推
進
。
ま
た
、
両
国
は
、
艦
艇
の
相
互
訪
問
を
継
続
す
る
等
の
部
隊
間
の
交
流
を
推
進
。

○
多
国
間
の
地
域
安
全
保
障
対
話
に
お
け
る
協
力

両
国
は
、
信
頼
醸
成
及
び
予
防
外
交
を
促
進
し
、
ま
た
、
紛
争
解
決
へ
の
取
組
の
具
体
化
を
目
指
す

A
S
E
A
N

地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
（

A
R
F）
の
一
層
の
発
展
・
強
化
に
積
極
的
に
協
力
。
両
国
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
と
協
力
に
関
す
る
多
国
間

の
政
府
レ
ベ
ル
対
話
の
場
を
設
置
す
る
た
め
の
協
力
を
推
進

○
南
北
関
係
の
改
善
及
び
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
の
維
持
の
た
め
の
協
力

両
国
は
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
と
恒
久
的
な
平
和
定
着
の
た
め
の
南
北
対
話
の
重
要
性
を
確
認
し
、
ま
た
、
四
者
会
合
を
通

じ
る
新
た
な
平
和
体
制
樹
立
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有

○
対
北
朝
鮮
政
策
に
関
す
る
日
韓
政
策
協
議
の
強
化

両
国
は
、
日
韓
米
三
国
間
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
政
策
協
議
（
日
米
韓
三
カ
国
対
北
朝
鮮
政
策
調
整
グ
ル
ー
プ
‥

T
C
O

G）
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
両
国
の
閣
僚
レ
ベ
ル
で
の
協
議
を
含
め
、
両
国
間
で
の
政
策
協
議
を
一
層
強
化
。
こ
の
よ
う
な

協
議
に
は
、
両
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
、
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
問
題
、
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
、
配
備
及
び
輸
出
並
び
に
そ
の
関
連

物
資
及
び
技
術
の
移
転
問
題
と
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
関
係
の
あ
り
方
が
含
ま
れ
る

○
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
抑
止
の
た
め
の
協
力

両
国
は
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
に
米
国
と
北
朝
鮮
と
の
間
で
署
名
さ
れ
た

合
意
さ
れ
た
枠
組
み

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
（

K
E
D
O）
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
表
明
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○
ア
ジ
ア
・
欧
州
会
合
（

A
S
E
M）
に
お
け
る
協
力

両
国
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
州
間
の
関
係
を
多
様
な
分
野
、
レ
ベ
ル
で
強
化
し
て
い
く
た
め
の

A
S
E
M

の
活
動
を
支
持
し
、

A
S

E
M

の
活
動
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
国
家
間
の
活
発
な
交
流
と
協
力
も
模
索
。
ま
た
、
両
国
は
、
2
0
0
0
年
に
韓
国
で
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
第
三
回

A
S
E
M

首
脳
会
合
の
成
功
の
た
め
に
協
力

○
自
由
で
繁
栄
し
た
世
界
経
済
実
現
の
た
め
の
協
力

両
国
は
、

W
T
O

、

O
E
C
D

、

A
P
E
C

等
、
国
際
機
関
や
地
域
的
な
政
策
協
調
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
世
界
経
済
の
安
定

的
発
展
、
多
角
的
自
由
貿
易
体
制
の
強
化
及
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
定
と
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
協
力
。
こ
の
た
め
、

両
国
政
府
間
の
協
議
を
頻
繁
に
開
催

○
両
国
間
の
経
済
面
で
の
協
力
関
係
の
強
化

両
国
は
、
日
韓
閣
僚
懇
談
会
の
場
も
活
用
し
て
、
両
国
の
経
済
政
策
等
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。
両
国
は
、
日
韓

両
国
を
と
り
ま
く
新
た
な
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
包
括
的
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
経
済
協
議
を
実
施
。
両
国
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
金

融
を
始
め
と
す
る
経
済
的
困
難
の
克
服
の
た
め
に
協
力
し
、
ま
た
、
国
際
社
会
に
お
け
る
そ
の
他
の
新
た
な
経
済
問
題
に
関
し

O
E
C
D

等
の
国
際
場
裡
で
の
協
力
を
強
化

○
対
韓
国
経
済
支
援

日
本
は
、
韓
国
の
経
済
困
難
克
服
の
努
力
を
支
援
す
る
た
め
、
財
政
投
融
資
を
適
切
に
活
用
し
、
総
額
三
十
億
ド
ル
相
当
円
程

度
の
日
本
輸
出
入
銀
行
に
よ
る
融
資
を
実
現

こ
の
包
括
的
な
行
動
計
画
に
従
い
、
特
に
安
全
保
障
分
野
に
お
い
て
は
、
日
韓
防
衛
実
務
者
対
話
（
審
議
官
レ
ベ
ル
協
議
）
が
一

九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
七
月
ま
で
十
回
以
上
開
催
さ
れ
、
日
韓
防
衛
実
務
者
対
話
作
業
部
会
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

日
韓
安
保
対
話
（
外
交
・
防
衛
当
局
者
に
よ
る
協
議
）
も
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
七
月
ま
で
七
回
程
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ

日豪・日印・日韓・豪韓安全保障協力の理論的含意

441



ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
・
ト
ー
ク
ス
も
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
十
回
近
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
部
隊
間
交
流
も
一
九
九
六
年

九
月
以
来
続
い
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、
日
韓
は
少
な
く
と
も
一
九
九
四
年
の
米
朝
枠
組
み
合
意
か
ら
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
史
上
初
の
南
北
首
脳
会
談
ま
で

の
間
、

K
E
D
O

や

T
C
O
G

、
あ
る
い
は
日
本
の
海
上
自
衛
隊
と
韓
国
海
軍
の
合
同
演
習
を
通
じ
て
、
準
同
盟
国
間
の
協
力
と
し

て
北
朝
鮮
の
核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
脅
威
に
も
対
応
し
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
を
最
早
脅
威
と
は
看
做
さ
ず
、
金
大
中
前
政
権
の
太
陽
政
策
以
上
に
柔
軟
な
包
容
政
策
を
推
進
す
る
盧
武
鉉
政

権
樹
立
以
来
、
米
韓
関
係
及
び
日
韓
関
係
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
李
明
博
政
権
で
十
年
ぶ
り
に
保
守
派
政
権
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
米

国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
世
界
的
景
気
低
迷
に
よ
る
国
内
経
済
の
悪
化
や
竹
島
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
関
係
悪
化
等
に

よ
り
、
当
初
期
待
さ
れ
た
実
質
的
な
日
韓
安
全
保
障
協
力
は
殆
ど
進
展
を
見
せ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
強
硬
化
に
よ
る
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
め
ぐ
る
六
者
会
合
の
停
滞
、
二
〇
〇
九
年
四
月
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
、
続
い
て
五
月
の
第
二
回
核
実
験
実
施
表
明
に
よ
り
、

T
C
O
G

を
始
め
日
韓
安
全
保
障
協
力
は
徐
々
に
進
展
を
見
せ
て
い

る
。最

近
の
日
韓
安
全
保
障
協
力
の
内
容

李
明
博
大
統
領
は
、
最
近
で
は
二
〇
〇
八
年
六
月
に
訪
日
し
、
麻
生
総
理
と
首
脳
会
談
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
日
韓
安
全
保

障
協
力
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
点
で
合
意
が
な
さ
れ
た

）
。

○

シ
ャ
ト
ル
首
脳
外
交

が
定
着
し
た
こ
と
の
確
認

○
未
来
志
向
の

成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係

の
一
層
の
強
化
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○
宇
宙
分
野
で
の
日
韓
協
力
強
化
の
方
法
に
つ
い
て
更
に
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
一
致

○
日
韓
原
子
力
協
定
の
早
期
締
結
に
向
け
て
の
共
同
の
努
力

○
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
の

認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
が
、
安
保
理
決
議
第
1
8
7
4
号
を
確
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
の
一
致

○
安
保
理
決
議
の
厳
格
な
実
施
の
た
め
、
日
韓
間
で
情
報
交
換
・
協
力
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致

○
中
国
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致

○
引
き
続
き
日
韓
米
で
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

こ
の
よ
う
に
、
最
近
で
は
、
日
韓
安
全
保
障
協
力
は
北
朝
鮮
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
ま
た
、
以
前
の
日
韓
共
同
宣
言
の
成
果
を

基
盤
と
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
原
子
力
や
宇
宙
へ
も
協
力
の
分
野
を
拡
大
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

㈣

豪
韓
安
全
保
障
協
力

文

脈

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
ケ
ー
ス
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
豪
州
と
韓
国
の
間
で
も
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
を
モ
デ
ル
と
し
た
安
全
保

障
協
力
が
生
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
三
月
、
豪
韓
首
脳
は
日
豪
安
全
保
障
協
力
に
酷
似
す
る
安
全
保
障
協
力
共
同
声
明

豪
州

と
大
韓
民
国
の
間
の
拡
大
グ
ロ
ー
バ
ル
・
安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
共
同
声
明

）

を
発
表
し
た
。
韓
国
大
統
領
府
の
説
明

）
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
八
年
の
八
月
に
豪
州
の
ラ
ッ
ド
首
相
が
訪
韓
し
た
際
、
ラ
ッ
ド
首
相
が
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
に
対
し
、
豪
州
は
既
に
日
本

と
安
全
保
障
協
力
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
豪
州
と
韓
国
の
間
で
も
同
内
容
の
安
全
保
障
協
力
を
行
う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
新
規
的
な
こ

と
で
は
な
い
旨
説
明
と
提
案
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
大
統
領
府
側
は
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
が

P
S
I

と
は
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無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

）
。
こ
れ
は
、
当
時
韓
国
政
府
内
で

P
S
I

参
加
を
め
ぐ
り
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
豪
州
と

の
安
全
保
障
協
力
の
内
容
に

P
S
I

の
協
力
項
目
と
重
複
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る

）
。

内

容

豪
韓
安
全
保
障
力
宣
言
の
構
成
要
素
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○

朝
鮮
戦
争
の
間
に
醸
成
さ
れ
た

豪
韓
関
係
が
、
実
質
的
な
貿
易
・
投
資
提
携
と
強
力
な
国
民
間
の
紐
帯
を
含
む
広
範
な
基

盤
を
持
つ
協
力
関
係
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
へ
と
発
展
し
た
こ
と
を
認
識

○
共
有
す
る
民
主
的
諸
価
値
、
人
権
の
保
証
、
自
由
と
法
の
支
配
、
相
互
尊
重
、
信
頼
、
そ
し
て
深
い
友
好
関
係
に
基
づ
く
関
係

を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
確
約

○
豪
州
と
韓
国
が
北
東
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
越
え
た
地
域
の
主
要
な
安
全
保
障
利
益
と
、
朝
鮮
半
島
と

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
と
を
共
有
し
、
そ
こ
に
は
両
国
の
繁
栄
と
安
全
に
極
め
て
重
要
な
北
朝
鮮
の
核
問
題
の
解
決
が
含
ま

れ
る
こ
と
を
認
識

○
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
米
国
と
の
同
盟
協
力
（allia

n
ce

p
artn

ers
hip

）
の
戦
略
的
重
要
性
を
確
認

○
国
際
金
融
危
機
に
直
面
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
、
安
定
、
そ
し
て
安
全
の
増
進
の
た
め
に
、

A
P
E
C

、

A
S
E
A

N
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
、

G
20
等
の
場
を
通
じ
て
他
の
諸
国
と
の
活
発
な
協
力
に
お
け
る
共
通
の
利
益
を

確
認

○
両
国
が
国
連
や
他
の
多
国
間
機
構
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
他
の
諸
国
と
の
協
力
を
行
う

意
思
を
確
認

○
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
と
安
全
保
障
協
力
を
拡
大
す
る
た
め
の
包
括
的
な
行
動
計
画
に
合
意
し
、
そ
の
下
で
両
国
政
府
は
以
下
の
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事
項
を
行
う

1

協
力
の
機
会
を
継
続
的
に
模
索
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
及
び
そ
れ
を
越
え
る
地
域
に
お
け
る
共
通
の
戦
略
的

利
益
に
つ
い
て
大
臣
級
等
で
定
例
的
に
議
論
す
る
た
め
の
協
議
・
会
談
の
緊
密
化

2

不
法
取
引
、
資
金
洗
浄
、
通
貨
偽
造
、
武
器
密
売
、
海
賊
、
船
舶
の
武
装
強
盗
、
国
境
安
全
保
障
問
題
等
の
越
境
犯
罪
対
策

の
た
め
の
法
執
行
に
お
け
る
協
力
の
緊
密
化

3

サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
と
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
む
対
テ
ロ
問
題
で
二
国
間
及
び
地
域
的
多
国
間
の
場
で
協
議
・
協
力
し
、
対
核

テ
ロ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（Glo

b
al
Initiativ

e
to

C
o
m
b
at

N
u
cle

ar
T
erroris

m

）
を
推
進

4

国
連
や
関
連
機
関
や
核
不
拡
散
と
軍
縮
の
た
め
の
国
際
委
員
会
（Inter

n
atio

n
al

C
o
m
m
issio

n
for

N
u
clear

N
o
n‐

prolif‑

eratio
n
a
n
d
D
isar

m
a
m
e
nt

）、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
縮
と
大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
の
不
拡
散
で
の
協
力
の
拡
大
の
継
続

5

平
和
維
持
、
軍
民
協
力
、
防
衛
管
理
、
共
同
演
習
・
訓
練
、
交
流
計
画
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
軍
民
セ
ン
タ
ー
（th

e
A
sia‐

P
a‑

cific
Civil‐

M
ilitar

y
C
e
ntre

for
E
x
celle

n
ce

a
n
d
K
ore

a
n
in
stitutio

n
s

）
と
韓
国
の
諸
機
関
と
の
連
携
等
の
分
野
に
お
け
る

防
衛
関
与
の
機
会
の
模
索
に
よ
る
、
両
国
の
軍
同
士
の
戦
略
対
話
・
協
力
の
確
立

6

防
衛
組
織
と
関
連
す
る
防
衛
契
約
企
業
の
機
密
軍
事
情
報
の
安
全
な
交
換
を
可
能
に
す
る
機
密
軍
事
情
報
保
護
に
つ
い
て
二

国
間
の
協
定
の
締
結
と
、
よ
り
実
践
的
な
防
衛
及
び
防
衛
産
業
協
力
の
機
会
の
拡
大

7

空
中
早
期
警
戒
管
制
機
（A

irb
or
n
e
E
arly

W
ar
nin

g
a
n
d
C
o
ntrol

aircraft

）
に
関
す
る
協
力
を
含
む
両
国
の
防
衛
産
業

の
協
力
と
情
報
交
換
等
を
通
じ
た
そ
の
他
の
防
衛
産
業
・
物
資
調
達
・
維
持
活
動
に
関
す
る
協
力
の
機
会
の
検
討
や
両
国
の
軍
事

産
業
間
の
協
力
の
拡
大

8

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
の
目
的
（M

ille
niu

m
D
e
v
elo

p
m
e
nt

G
o
als

）
の
達
成
を
促
進
し
援
助
の
効
果
を
改
善
す
る
こ
と
を
含

む
、
開
発
と
人
道
的
援
助
に
関
す
る
協
力
の
拡
大
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9

災
害
・
緊
急
事
態
へ
の
準
備
態
勢
・
対
処
・
管
理
に
関
す
る
協
力
の
緊
密
化

な
お
、
こ
こ
で
は
紹
介
し
な
い
が
、
こ
の
協
力
で
は
、
行
動
計
画
と
具
体
的
な
協
力
を
行
う
豪
韓
双
方
の
諸
機
関
の
名
称
が
、
豪

韓
両
国
の
安
全
保
障
協
力
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
日
豪
安
全
保
障
協
力
よ
り
も
一
層
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
経
緯
と
内
容
か
ら
、
豪
州
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
が
豪
韓
安
全
保
障
協
力
へ
と
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
我
々
は
ま
だ
日
豪
韓
三
カ
国
間
の
安
全
保
障
協
力
の
登
場
を
見
て
は
い
な
い
。

三

分
析
結
果
の
評
価

㈠

分
析
結
果

以
上
の
四
つ
の
二
国
間
の
安
全
保
障
協
力
の
共
同
宣
言
と
そ
の
政
治
的
文
脈
、
そ
し
て
首
脳
共
同
記
者
会
見
で
の
発
言
を
勘
案
し

て
安
全
保
障
協
力
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

次
に
、
表
2
で
示
さ
れ
る
日
豪
・
日
印
・
日
韓
・
豪
韓
安
全
保
障
協
力
の
内
容
と
五
つ
の
モ
デ
ル
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
表

3
の
よ
う
に
表
示
で
き
る
。

㈡

結
果
の
評
価

で
は
、
表
3
で
示
さ
れ
る
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

に
基
づ
く
連
携
に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
安
全
保
障
協
力
の
中
で
、
日
印
安
全
保
障
協
力

を
除
き
、
全
て
に
米
国
が
唯
一
の
第
三
国
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
米
国
を
含
む
三
カ
国
安
全
保
障
協
力
が
指
向
さ
れ
て
い
る
の

は
、
日
豪
及
び
日
韓
安
全
保
障
協
力
で
あ
る
。
政
治
的
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
米
国
は
既
に
日
本
、
豪
州
、
そ
し
て
韓
国
と
は
二
国
間
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表2 四つの安全保障協力の内容

安全保障協力

明示された
共通認識や
協力の要因（項目）

日豪安全保障
協力

日印安全保障
協力

日韓安全保障
協力

豪韓安全保障
協力

脅威あるいは懸念国と
しての中国

× × × ×

脅威あるいは懸念国と
しての北朝鮮

○ × ○ ○

共通の同盟国としての
米国

○ × ○ ○

米国を含む三カ国安全
保障協力

○ × ○ ×

対テロ ○ ○ ○ ○

海洋安全保障（海賊対
策を含む）

○ ○ ○ ○

犯罪 ○ ○ ○ ○

大量破壊兵器不拡散 ○ ○ ○ ○

防衛交流・信頼醸成 ○ ○ ○ ○

防衛産業 × × × ○

地域的多国間協力との
連携

○ × ○ ○

災害救難 ○ ○ ○ ○

平和維持活動 ○ ○ ○ ○

F T A /EPA 等を含む
経済協力

○ ○ ○ ○

（○ : 言及あり × : 言及なし）（筆者作成）
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の
枠
組
み
で
再
保
障
（reass

u
ra

n
ce

）
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
準
同
盟
諸

国
が

見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、
中
国
自
身
が
警
戒
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
準
同
盟
連
携
は

中
国
の
台
頭

に
備
え
る
た
め
の
予
防
的
行
動
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
、
政
策
当
局
者
が
特
定
の
脅
威
国
を
名
指
し
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、

よ
り
非
直
接
的
な
言
及
の
国
際
政
治
的
背
景
を
重
ね
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と

は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、

共
通
の
脅
威

に
対
す
る
連
携
に
つ
い
て
は
、
非
伝
統
的
脅
威
に

関
す
る
協
力
が
主
で
あ
り
、
特
定
に
中
国
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

非
伝
統
的
脅
威
は
多
岐
に
亘
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
そ
れ
は

複
合
的
脅

威

と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

共
通
の
利
益

に
基
づ
く
連
携
に
つ
い
て
は
、
主
に
経
済
協
力
や
防
衛
産

業
間
協
力
（
豪
韓
）
に
そ
う
し
た
側
面
が
見
出
せ
る
。

共
通
の
価
値

に
基
づ
く
連
携
と
い
う
側
面
も
、
四
つ
の
安
全
保
障
協
力

に
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。

共
通
の
価
値

の
強
調
は
、
米
国
の
同
盟
諸
国
や

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
価
値
を
共
有
し
な
い
諸
国
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
包

含
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
が
、
特
に
日
豪
、
日
韓
、
豪
韓
安
全
保

障
協
力
に
つ
い
て
言
え
ば
、
米
国
の
持
続
的
関
与
の
確
保
に
関
す
る
合
意
の
再

確
認
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
よ
う
。

表3 準同盟諸モデルの濃淡

二国間安全保障
協力

準同盟連携モデル

日豪安全保障
協力

日印安全保障
協力

日韓安全保障
協力

豪韓安全保障
協力

共通の見棄てられる
恐怖 に基づく連携

◎ △ ◎ ◎

共通の脅威 に対す
る連携

◎ ◎ ◎ ◎

共通の利益 に基づ
く連携

◎ ◎ ◎ ◎

共通の価値 に基づ
く連携

◎ ◎ ◎ ◎

制度化による政治
的・行政的紐帯 に基
づく連携

◎ △ ◎ 〇

（◎は濃厚、○は曖昧、△は希薄、を示す。）（筆者作成）
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制
度
化
に
よ
る
政
治
的
・
行
政
的
紐
帯

に
基
づ
く
連
携
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
日
印
安
全
保
障
協
力
が
最
も
希
薄
で
あ
る
。

日
韓
安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
は
、
一
時
期
低
迷
し
た
も
の
の
、
過
去
の
協
力
の
実
績
や
制
度
的
枠
組
み
を
踏
ま
え
、
協
力
が
再
活

性
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
日
豪
安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
は

）
、
過
去
の
協
力
の
実
績
の
効
果
に
加
え
、
日
豪
首
脳
共
同
記
者
会
見

か
ら
も
安
倍
首
相
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
日
豪
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、

同
首
相
が
別
の
と
こ
ろ
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
自
身
の
祖
父
で
あ
る
岸
信
介
首
相
と
豪
州
や
イ
ン
ド
と
の
歴
史
的
関
係
が
日
豪
・
日

印
安
全
保
障
協
力
共
同
宣
言
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
個
人

的
要
因
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
よ
り
詳
細
な
歴
史
的
分
析
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
政
治
的
指
導
者
の
個
人
的
な

指
導
力
の
影
響
の
大
き
さ
も
無
視
し
得
な
い
が
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
へ
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
現
象
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
準
同
盟

安
全
保
障
協
力
を
も
た
ら
し
た
、
よ
り
大
き
な
文
脈
的
・
背
景
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
存
在
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
ら
四
つ
の
安
全
保
障
協
力
は
、
い
ず
れ
も

共
通
の
見
棄
て
ら
れ
る
恐
怖

に
基
づ
く
連
携
、

共
通
の
脅
威

に

対
す
る
連
携
、

共
通
の
利
益

に
基
づ
く
連
携
、

共
通
の
価
値

に
基
づ
く
連
携
の
い
ず
れ
の
側
面
を
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
見

出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
の
共
同
宣
言
の
履
行
上
の
展
開
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
側
面
の
濃
淡
に
変
化
が
生
じ

る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
よ
り
重
要
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
四
つ
の
安
全
保
障
協
力
が
、
結
果
的
に
米
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
に
お
け
る
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
同
盟
シ
ス
テ
ム
を
維
持
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
米
国
の
同
盟
国
同
士
、

米
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
安
全
保
障
協
力
、
あ
る
い
は
米
国
と
複
数
の
準
同
盟
諸
国
と
の
安
全
保
障
協
力
は
、
米
国
の
パ
ワ

ー
の
相
対
的
低
下
が
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
盟
シ
ス
テ
ム
全
体
の
総
合
的
パ
ワ
ー
を
、
少
な
く
と
も
補
完
さ
せ
る
方
向
に
作
用

す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
豪
安
全
保
障
協
力
が
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
に
対
し
て
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
や
は
り
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
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結
び
│
│
準
同
盟
連
携
理
論
構
築
に
向
け
て

本
稿
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
米
国
の
同
盟
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
（resilie

n
ce

）
の
原
因
の
解
明
に
寄
与
す
べ
く
、
近
年

活
発
化
し
て
い
る
準
同
盟
連
携
が
既
存
の
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
構
造
の
維
持
に
肯
定
的
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
観
点
か
ら
、
四
つ
の
安
全
保
障
協
力
の
経
緯
と
内
容
を
、
同
盟
理
論
に
依
拠
し
た
五
つ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
吟
味
し
た
。

総
じ
て
、
四
つ
の
ケ
ー
ス
は
五
つ
の
モ
デ
ル
が
示
す
要
素
を
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
特
に
日
豪
安
全
保
障
協
力
が
、
豪
韓
安
全
保
障
協
力
に
対
し
て
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
構
造
は
、
こ
う
し
た
効
果
に
よ
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。最

後
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
本
稿
で
示
さ
れ
た
仮
説
・
モ
デ
ル
の
設
定
・
検
証
に
お
け
る
恣
意
性
や
曖
昧
性
の
縮
減

は
勿
論
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た

A
S
E
A
N

諸
国
の
関
与
や
準
同
盟
諸
国
／
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
個
別
の
戦
略
や
政
策

に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
実
証
研
究
の
成
果
を
も
反
映
す
る
形
で
、
よ
り
体
系
的
な
準
同
盟
連
携
理
論
の
構
築
へ
向
け
た
一
層
の
努
力

が
望
ま
れ
よ
う
。
本
稿
が
初
期
の
試
み
と
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
つ
の
架
橋
的
な
役
割
を
果
た
せ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日
脱
稿
）

（
1
）

M
ic
h
a
el

M
asta

n
d
u
n
o,
“

P
reservin

g
th

e
U
nip

olar
M
o
m
e
nt:

R
e
alist

T
h
e
ories

a
n
d
U.

S.
G
ra

n
d
Strate

g
y
af‑

ter
th

e
C
old

W
ar,

”
,

V
ol.2

1,
N
o.
4
(
S
prin

g1
99
7),

p
p.
4
9‐
88

を
参
照
。

（
2
）

例
え
ば
、D

a
vis

B.
B
o
bro

w,
“

H
e
g
e
m
o
n
y

M
a
n
a
g
e
m
e
nt:

th
e
U
S
in

th
e
A
sia‐

P
acific,

”
,
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V
ol.
1
2,

N
o.
2,

19
9
9,

p
p.
1
7
3‐
19
7;

a
n
d
Jo

h
n
G.

Ik
e
n
b
err

y,
“

A
m
erica

n
H
e
g
e
m
o
n
y
a
n
d
E
ast

A
sia

O
rd

er,
”

‑

,
V
ol.58,

N
o.
3,

S
e
pte

m
b
er2

00
4,

p
p.
35
2‐
3
6
7

を
参
照
。

（
3
）

例
え
ば
、R

o
b
ert

J.
A
rt,

(
Ith

aca:
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
04)

を
参
照
。

（
4
）

本
稿
で
はV

ictor
D.

C
h
a,

(
S‑

ta
nford,

C
alifor

nia:
Sta

nford
U
niv

ersity
P
ress,

1
99
9)

で
提
示
さ
れ
た
準
同
盟
連
携
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
い
る
。

（
5
）G

le
n
n
S
n
y
d
er,

“
T
h
e
S
ec

u
rity

D
ile

m
m
a
in

A
llia

n
ce

P
olitics,

”
,

V
ol.

X
X
X
V
I,

N
o.
4,

J
uly

19
84,

p
p.
4
61
‐
4
9
5.

（
6
）H

iro
y
as
u
A
k
uts

u,
“

A
Strate

g
y
of

C
ollectiv

e
B
ala

n
cin

g,
”

in
R
alp

h
C
ossa

e
d.,

(
W
as
hin

gto
n
D.

C.:
C
SIS

P
ress,

1
9
9
9),

p
p.
1
32
‐
1
4
9.

（
7
）R

o
b
ert

G
ilpin,

(
C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

19
81).

（
8
）A.

F.
K.

O
r
g
a
n
s
ki

a
n
d
Jace

k
K
u
gler,

(
C
hica

g
o:

U
niv

ersity
of

C
hica

g
o
P
ress,

1
980).

（
9
）C

olin
El

m
a
n,
“

H
orses

for
C
o
u
rses:

W
h
y
N
ot

N
e
ore

alist
T
h
e
ories

of
F
oreig

n
P
olic

y?
”
,

,
V
ol.
6,

N
o.
1,

A
utu

m
n1
9
96,

p
p.
7
‐5
3

及
びK

e
n
n
eth

N.
W
altz,

“
Inter

n
atio

n
al

P
olitics

Is
N
ot

F
oreig

n
P
olic

y,
”

,
V
ol.6,

N
o.
1,

A
utu

m
n1
99
6,

p
p.
54
‐
57

を
参
照
。

（
10
）

北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
中
朝
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
（
一
九
六
一
年
）
と
い
う
別
の
同
盟
構
造
が
あ
る
。

（
11
）

紙
幅
の
都
合
上

中
国
の
台
頭

に
つ
い
て
は
詳
細
な
説
明
を
省
略
す
る
が
、
最
近
の
包
括
的
研
究
成
果
と
し
て
、
飯
田
将
史
編

転
換
す
る
中
国
│
台
頭
す
る
大
国
の
国
際
戦
略

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
国
際
共
同
研
究
シ
リ
ー
ズ
3
、
二
〇
〇
九
年
）
及
び
恒
川
潤
編

中
国
の
台
頭
│
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
の
対
応

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
国
際
共
同
研
究
シ
リ
ー
ズ
4
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
12
）

防
衛
省
防
衛
研
究
所
編

東
ア
ジ
ア
戦
略
概
観
2
0
0
6

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）、
特
に
第
一
章

米
軍
再
編
と

東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障

（
一
一
～
三
四
頁
）
を
参
照
。

（
13
）

川
上
高
司
・
阿
久
津
博
康
・
高
橋
杉
雄
編
著

日
本
の
戦
略
‥
同
盟
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
東
京
財

団
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）。

（
14
）C

h
a,

ま
た
はH

iro
y
as
u
A
k
uts

u,

日豪・日印・日韓・豪韓安全保障協力の理論的含意

451



(
P
h.

D.
T
h
esis)(

C
a
n
b
erra:

T
h
e
A
u
stralia

n
N
atio

n
al

U
niv

ersity,
20
0
6).

（
15
）

冷
戦
時
代
に
は
、
極
東
に
お
け
る
力
の
実
体
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
と
ロ
シ
ア
（
ス
ラ
ヴ
）
し
か
な
い
、
と
い
う
見
方
や
、
ウ
ィ

ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

in
sto

n
C
h
u
rc
hill

）
が
英
語
国
民
と
い
う
共
通
性
を
前
提
と
し
て
英
米
一
体
論
を
提
唱
し
た
こ
と
に
基

づ
い
て
い
る
。
特
に
、
岡
崎
久
彦

戦
略
的
思
考
と
は
何
か

（
中
公
新
書
、
一
九
八
三
年
）
第
四
章

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
と
ス
ラ

ヴ
の
選
択

（
六
五
～
八
三
頁
）
を
参
照
。

（
16
）

石
井
貫
太
郎
編
著

国
際
関
係
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
│
理
論
と
実
証
│

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
特
に
八
章

安
全

保
障
と
国
際
関
係
│
国
際
安
全
保
障
学

（
一
五
三
～
一
七
四
頁
）
を
参
照
。

（
17
）Ste

p
h
e
n

M.
W
alt,

W
h
y

A
llia

n
ces

E
n
d
u
re

a
n
d

C
olla

pse,
,

V
ol.

39,
N
o.
1,

(
S
prin

g
1
9
97),

p
p.

15
6‐
7
9.

（
18
）S

n
y
d
er,

.

（
19
）C

h
a,

.

ま
た
はA

k
uts

u,
(2
0
06).,

p
p.
3
4
‐
3
5

を
参
照
。

（
20
）R

a
n
d
all

L.
S
c
h
w
eller,

“
B
a
n
d
w
a
g
o
nin

g
for

profit:
B
rin

gin
g
th

e
R
e
visio

nist
State

B
ac

k
In,

”

,
V
ol.19,

N
o.
1
(
S
u
m
m
er1

99
4),

p
p.
7
2‐
1
07

を
参
照
。

（
21
）B

r
u
ce

R
u
ssett

et.
al.,

(
P
rin

ceto
n,

N
e
w
Jerse

y:
P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

19
9
3),

特
にp.

2
7

を
参
照
。

（
22
）

安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
の

価
値
外
交

と
日
米
印
豪
連
携
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
は
、
安
倍
晋
三
著

美
し
い
国

（
文
藝

春
秋
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。
特
に
同
書
一
五
九
～
一
六
〇
頁
を
参
照
。

（
23
）

W
alt,

.,
p
p.
1
6
6‐
16
8.

（
24
）A

la
n
R
ix,

(
L
o
n
d
o
n:

R
o
utle

d
g
e,
1
99
9),

p.
6.

（
25
）

,
D
e
p
art

m
e
nt

of
D
e‑

fe
n
se,

A
u
stralia

n
G
o
v
er
n
m
e
nt,

M
a
y20

09

を
参
照
。

（
26
）

以
下
は
次
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
。
外
務
省

安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
日
豪
共
同
宣
言
（
仮
訳
）

平
成
十
九
年
三
月
十
三
日

http://
w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofaj/

area/
A
U
S
T
R
A
L
I
A/
visit/0

7
0
3

k
s.
ht

m
l
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（
27
）

内
閣
府
資
料

日
豪
首
脳
共
同
記
者
会
見

平
成
十
九
年
三
月
十
三
日

http://
w
w
w.

k
a
ntei.

g
o.
jp/

jp/
a
b
esp

e
ec

h/2
0
0
7/03/13

k
y
o
u
d
o
u.
ht

m
l

（
28
）

二
〇
〇
九
年
版
国
防
白
書
は
、
中
国
の
海
洋
戦
力
の
増
強
傾
向
を
背
景
と
し
て
、
潜
水
艦
の
増
加
を
提
言
し
て
い
る
。D

e
p
art‑

m
e
nt

of
D
efe

n
ce,

A
u
stralia,

.,
p
p.
64
‐
6
5

を
参
照
。

（
29
）Ste

p
h
e
n
S
m
ith,

,
D
e
p
art

m
e
nt

of
F
oreig

n
A
ffairs

a
n
d

T
ra
d
e,

A
u
stralia,

F
e
br

u
ar
y5,

2
0
08.

（
30
）

イ
ン
ド
に
関
す
る
記
述
は
主
に
以
下
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
。
外
務
省
資
料

最
近
の
イ
ン
ド
情
勢
と
日
印
関
係

二
〇
〇
八
年

十
二
月

http://
w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofaj/

area/
in

dia/
k
a
n
k
ei.

ht
m
l

（
31
）

外
務
省

日
本
と
イ
ン
ド
と
の
間
の
安
全
保
障
協
力
に
関
す
る
共
同
宣
言
（
仮
訳
）

平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
二
日

http://
w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofaj/

area/
I
N
D
I
A/
visit/0

81
0

a
h
k
s.
ht

m
l

（
32
）

外
務
省
資
料

日
印
首
脳
共
同
記
者
会
見

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
二
日

http://
w
w
w.

k
a
ntei.

g
o.
jp/

jp/
asosp

e
ec

h/2
0
0
8/1

0/2
2

k
aik

e
n.
ht

m
l

（
33
）

バ
ー
チ
ャ
ル
（virtu

al

）
同
盟

と
は
、
仮
想
的
（virtu

al

）
で
あ
る
と
同
時
に
、
事
実
上
（virtu

al

）
の
同
盟
、
と
い
う
二

重
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
元
来
は
日
米
韓
三
カ
国
安
全
保
障
協
力
に
お
け
る
日
韓
安
全
保
障
協
力
を
指
す
表
現
で
あ
っ
た
。

C
ossa,

を
参
照
。

（
34
）C

h
a,

.

（
35
）

外
務
省
資
料

付
属
文
書
附
属
書

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
行
動
計
画

一
九
九
八

年
十
月
八
日

http://
w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

M
O
F
A
J/
k
aid

a
n/
y
ojin/

arc9
8/

k
k
o
d
o.
ht

m
l

（
36
）

外
務
省
資
料

日
韓
首
脳
会
談
（
概
要
）

二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
八
日

http://
w
w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofaj/

area/
k
orea/

visit/09
0
6

s
k.
ht

m
l

（
37
）D

e
p
art

m
e
nt

of
F
oreig

n
A
ffairs

a
n
d
T
ra
d
e,

A
u
stralia,

‑‑

,
M
arc

h5,
20
0
9
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http://
w
w
w.
dfat.

g
o
v.
a
u/
g
e
o/
ro

k/
fta/09

03
0
5

joint
state

m
e
nt.

ht
m
l

（
38
）

大
韓
民
国
大
統
領
府
資
料

3
殮

5

·

囿

艘

墾
蟠
枏
咢

狙
疽

（
三
月
五
日

韓
・
豪
首
脳
共
同
記
者
会
見

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
）

二
〇
〇
九
年
三
月
五
日

http://
w
w
w.
presid

e
nt.

g
o.
k
r/
k
r/
presid

e
nt/

briefin
g/
briefin

g
vie

w.
p
h
p?

u
n
o=

24
7
&

b
o
ard

n
o=

P02

（
39
）

同
上
。

（
40
）

但
し
、
北
朝
鮮
の
第
二
回
核
実
験
実
施
後
、
韓
国
政
府
は
正
式
に

P
S
I参
加
を
決
定
し
た
。

（
41
）

例
え
ば
、Rix,

を
参
照
。

（
42
）

安
倍
、
前
掲
書
、
一
五
九
～
一
六
〇
頁
。
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